
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

１　知的財産
２　情報の利用と公開
３　個人情報の保護と管理

・情報化が進展する社会の特質について説明するこ
とができる。
・情報の特性を活用した事例と，情報の特性によっ
て生じる事例をあげることができる。 ○ ○

定期考査 ○ ○

３　情報技術が築く新しい社会 １　社会の中の情報システム
２　情報技術と課題解決

・SNSの活用など，不特定多数を対象としたコミュ
ニケーションの注意点をあげることができる。
・情報と情報技術の活用により加害者にならないた
めの注意点や被害者にならないための対策方法をそ
れぞれあげることができる。
・情報社会と人間とのかかわりについて考え，理解
する。・ネット依存など，情報化が個人に及ぼす影
響について考え，自らの情報活用について振り返
り，改善方法しようとしている。

○ ○

１
学
期

オリエンテーション ・中学校までの学習，経験など既習
内容の調査を行う。
・コンピュータの起動や終了の方
法，OSの基本操作について練習す
る。
・ファイルの保存，読み込み，共有
フォルダの利用方法について理解す
る。
・コンピュータ教室の使い方を理解
する。

・コンピュータを起動し，目的とするアプリケー
ションを開くことができ，正しい手順で終了するこ
とができる。
・アプリケーションで作成したファイルを保存した
り，保存したファイルを読み込んだりすることがで
きる。また，ファイルを共有フォルダに保存するこ
とができる。
・コンピュータ教室のルールを理解している。

○

○

○

１　情報社会と情報
２　情報の特性
３　情報のモラルと個人に及ぼす影
響

・情報社会の現状についてインターネットなどで調
べようとしている。
・データ，情報，知識の意味と相互の関係について
説明することができる。
・ビッグデータの意味について説明することができ
る。・ビッグデータの活用例をあげることができ
る。

6

１　情報社会

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

配当
時数

○

8

○ 8

8

1

２　情報社会の法規と権利

○

○

○

情報と情報技術を問題の発見・解決に活用するための知識について理解し，技能を身に付けているとともに，情報化の進展する社会の特質及びそのような社会と人間との関わりについて理解している。

情報社会との関わりについて考えながら，問題の発見・
解決に向けて主体的に情報と情報技術を活用し，自ら評
価し改善しようとしている。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

情報と情報技術を問題の発見・解決に活用するため
の知識について理解し，技能を身に付けているとと
もに，情報化の進展する社会の特質及びそのような
社会と人間との関わりについて理解している。

事象を情報とその結び付きの視点から捉え，問題の
発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果
的に用いている。

（実教7 情Ⅰ705）最新情報Ⅰ

情報Ⅰ

事象を情報とその結び付きの視点から捉え，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に用いてい
る。

情報社会との関わりについて考えながら，問題の発見・解決に向けて主体的に情報と情報技術を活用し，自ら評価し改
善しようとしている。

情報Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○

情報Ⅰ 情報Ⅰ

（　市川　　　　） （　真嶋　　　　）

情報Ⅰ 情報Ⅰ 2

２
学
期

１　情報デザイン １　社会の中の情報デザイン
２　情報デザインの工夫

・情報をわかりやすく伝達するための文字や図の表
現の工夫，表やグラフ，配色の工夫など基本的な方
法を理解している。
・目的に沿って，情報を視覚化したり配色を考えて
表現したりすることができる。
・情報伝達やコミュニケーションを促進するための
情報デザインの工夫について，提案することができ
る。
・情報をわかりやすく伝達するために，文字や図，
表やグラフなどを工夫して表現する学習活動を自ら
進んで行い，評価を受けて改善を図ろうとしてい
る。

○ ○ ○ 8

２　情報システムの構成 １　コンピュータの構成と動作 ・コンピュータの構成と動作の仕組みについて理解
する。

○ ○ ○ 6

・コンピュータの構成や計算の仕組みについて説明
することができる。

・ソフトウェアの種類とその働きを説明することが
できる。

２　ソフトウェアの種類とインタ
フェース

・ソフトウェアの種類とその働きを説明することが
できる。

○ ○ ○ 9

・ハードウェア，OS，応用ソフトウェアの関係を説
明することができる。

・インタフェースの意味や種類について，例をあげ
て説明することができる。



１　アナログとデジタル

２　2進数と情報量

３　演算の仕組み

４　数値と文字の表現

５　数値の計算

２
学
期

２　情報システムの構成

２　ソフトウェアの種類とインタ
フェース

○ ○ ○ 9

・情報機器を相互に接続するために，適切なインタ
フェースを選択することができる。

３　アナログとデジタル

・アナログとデジタルの概念とその違いを理解して
いる。

〇 〇 〇 9

・情報のデジタル化について，より深く理解しよう
としている。

・2進数と情報量の関係について説明することがで
きる。

・2進数・10進数・16進数を相互に変換することが
できる。

・情報量を適切な単位で表現したり，変換したりで
きる。

定期考査 ○ ○ 1

３
学
期

１　アルゴリズムとプログラミング １　アルゴリズムとその表記 ・アルゴリズムとプログラムについてそれぞれ説明
することができる。

〇 〇 〇 7

２　プログラミング言語 ・フローチャート，アクティビティ図，状態遷移図
の描き方を理解している。


